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CALL(ωmputer-assisted Language Learning) システムは第二言語(以下L2と略す)の学習において広く
利用されている。 CALL を利用した語葉学習において、語葉の表記形態、語嚢の音声および、語葉の意味の 3
つの語葉要素をどのように提示すると効果的な学習が成立するのかを明らかにするためには、それら三つ
の要素が学習時にどのように相互に影響を及ぼしあうのか、どのようなプロセスを経て語最習得が達成さ
れるのかなど、その認知メカニズムの解明が非常に重要となってくる。
第 1 章研究背景と目的
これまで L2 学習者がすでに習得している L2 語葉をどのように認知・処理するのかについては、多くの
研究が行われ、理論やモデルが提案されてきているが、L2学習者が新しい語藁(未知語)に対して、それ
をどのように認知し学習するのかについては十分に研究がなされているとは言えない。したがって、L2語
葉学習者が効率よく学習できるような CALL システムに関しても、それをどのように開発していくべきか
明確な指針があるわけではない。
本研究では、中国語母語話者が L2 として日本語語葉を学習する場面に焦点を当てる。日本語語葉の種類
として、音読み熟語(例:流域)、訓読み熟語(例:悪口)、和語(例:堪える)の 3種類を対象として、
単語提示方法や提示する語葉要素を統制した心理学的な実験を行い、学習成績を比較することで、学習者
の認知過程を詳細に検討していくことを目的とする。さらに、一連の実験結果に基づいて、中国語母語話
者がL2としての日本語語葉を効率よく学習できる CALL システムの作成方法についての提案を行う。
第 2 章ロの語集学習における提示方法の効果
本章では、L2語養学習における提示方法の効果を検討するために 2 つの実験を行った。
実験 1 では、日本語が初級レベルの大学 2 年生 25 名を対象とし、 4 種類の提示方法(①音声のみ提示、
②音声先行提示:日本語の音声を 2回提示した後に日本語文字と単語の意味を表す中国語文字を提示する、
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③文字先行提示:日本語文字と単語の意味を表す中国語文字を提示した後に日本語の音声を 2 回提示する、
④音声文字同時提示)による語葉学習成績の違いを検討した。まず、中級レベルの日本語単語 120個(音読
み熟語、訓読み熟語、和語、各 40 個ずつ)を聴覚提示して、その単語の中国語の意味を知っているどうか
を判断させた後、「未知」と判断された単語の中から、音読み熟語、訓読み熟語、和語のそれぞれを 20 語
ずつ選び、計 60 語を、上述の 4種類の提示方法のいず、れかによって学習させた。その後、学習した単語の
音声のみを聴覚提示し、その意味を答えさせた。その結果、音読み熟語および訓読み熟語の正答率が和語
よりも有意に高かった。また、提示方法については、音声のみ条件よりも他の 3 種類の提示方法の正答率
が有意に高かったが、 3 種類の提示方法の間では有意な差は認められなかった。
実験 2 では、実験 1 の音声先行提示条件と音声文字同時提示条件の 2 つの提示方法を取り上げて、同様
の実験を行い、単語の種類によって提示方法の効果が異なるかどうかを検討した。その結果、音読み熟語
においては、音声先行提示の方が音声文字同時提示よりも学習成績が有意に高かった。訓読み熟語におい
ても、音声先行提示の方が音声文字同時提示よりも学習成績が有意に高かった。しかし、和語の場合は、
音読み熟語や訓読み熟語とは逆に、音声文字同時提示のほうが音声先行提示よりも学習成績が有意に高か
った。
第 3 章 L2 語葉の音声意味学習におけるロ文字情報の役割
本章では、 L2 語葉の音声から意味を学習する際に、 L2 語葉の文字情報を提示することが語葉の学習にど
のような効果を及ぼすかについて 2 つの実験により検討を行った。
実験 3 では、 44 人の初級日本語学習者(学習経験は 1 年間)を対象として、日本語単語の音声 (2 回繰
り返し)とその意味を表す中国語単語の文字を同時に提示する方法で学習させた。その際、日本語の文字
情報を同時に提示する条件と提示しない条件を設定した。その結果、音読み熟語と和語の場合は、日本語
の文字情報が提示されるか否で学習成績に有意な差はみられなかったが、訓読み熟語の場合には、日本語
の文字情報が提示される条件の方が提示されない条件よりも学習成績が有意に高かった。この結果は、訓
読み熟語では、学習者のロに関する既有知識(例悪口j の場合、「悪いJ と「口」の読み方を既に知っ
ていること)が活性化させることによって、新しい訓読み熟語の学習を促進したものと考えられる。
実験 4 では、実験 3 の結果が L2 語嚢の既有知識の活性化によるものであるかどうかを検討するために、
日本語学習経験のない学習者 16 名を対象とした実験を行った。実験の結果、音読み熟語の成績が訓読み熟
語および和語の成績に比べて有意に高く、いずれの種類の単語においても日本語文字情報を提示すること
による学習促進効果は認められなかった。
実験 3 と実験 4 より、日本語学習経験のある学習者の場合、日本語の言語システムに関する知識を有し
ており、さらに、新しく学習する日本語単語に対してそれを構成する文字が日本語としてどのように発音
されるのかを知っている場合に、文字情報の提示によりそれらの既有知識が活性化されるため新しい単語
の学習が促進されることが示唆される。その一方で、日本語学習経験のない学習者の場合は、 L2 である日
本語の言語システムに関する音声と形態の既有知識がないため、日本語文字情報を提示しても学習促進効
果はないと言える。むしろ、日本語文字情報の中には学習者の既有知識には存在しない新規な情報も含ま
れており、そのような文字情報が提示された場合には学習者がそれを処理する際に認知負荷がかかり、音
声から意味を学習することを妨害する可能性もある。
第 4 章 L2 語糞の形態意味学習における L2 音声情報の役割
本章では、L2語葉の表記形態から意味を学習する際に、 L2 語葉の音声情報を提示することが語葉の学習
門i
にどのような影響を及ぼすかについて、日本語学習経験のない学習者を対象として、日本語文字とその意
味を表す中国語単語の文字を同時に視覚提示する方法で学習させた。その際、日本語の音声を同時提示 (2
回繰り返し)する条件と提示しない条件を設定した。実験の結果、いずれの種類の単語においても、日本
語音声を提示する条件と提示しない条件の間には、学習成績に有意な差は見られなかった。
第 5 章未知語判断における認知メカニズム
本章では、まず、学習者が聴覚的に提示されたL2単語に対する未知ー既知判断の際に、単語の種類や日本
語学習経験の有無によって、未知語に対する反応時間がどのように異なるのかを調べ、音声情報に基づく
未知語判断がどのような要因の影響を受けるのかについて検討した。その後、視覚的に提示されたL2単語
に対する未知.既知判断についても同様の検討を行い、学習者にL2の未知語が提示されたときの認知メカニ
ズムについて考察した。
分析対象データは、実験 3 と実験 4 の事前テストおよび別に行われた実験の事前テストにおける未知語
判断時の反応時間データであった。
分析の結果、日本語学習経験のある実験参加者の反応時間については、音読み熟語は訓読み熟語および
和語より反応時間が有意に長く、訓読み熟語と和語の間には有意な差が見られなかったが、日本語学習経
験のない実験参加者の反応時間については、単語種類間の差が有意とは言えない結果になった。また、日
本語学習経験のある実験参加者は日本語学習経験のない実験参加者より三種類の単語のいずれにおいても
聴覚的に提示された場合、反応時間がはるかに長かったことから、単語の種類が未知語の判断に影響して
いる以外に、同種類の単語の既知語の数も判断に影響しているではないと考えられる。そこで、聴覚提示
による未知語判断データに基づ、いて、三種類の単語それぞれにおける、学習者の未知語判断時間と既知語
数(実験で使用した単語のうち既知と判断した単語数)の相関分析を行った。三種類の単語の未知語判断
時間はいずれも既知語数との聞に、弱い相関が見られた。
これらの分析結果を考察すると、音声/音韻に関しては、言語システムの類似度が高いときには、 L2 語
藁を学習しようとする際に自動的にL1の知識も活性化され、その影響を受けるが、言語的なシステムの類
似度が低いときには、たとえ単語レベルの類似度が高くても、L1知識が自動的には活性化しないため、そ
の類似性を学習に活かすことができない可能性が示唆される。しかし、学習経験を積むと共に、単語レベ
ルの類似性に関する知識を獲得し、それで、単語レベルで類似している単語の音声も活性化することがで
きるようになる。形態の場合も、音声/音韻と同じように、言語システム的に同じである場合なら、自動
的に活性化することがあるが、そうでない場合は、単語レベルで似ていても、その類似に関する学習が必
要ではないかと考えられる。
一方、 L2 学習者が聴覚的に未知語を判断するとき、単語の種類に影響されると同時に、知っている L2
語藁の数にも影響される。知っている単語が多ければ多いほど、未知語の判断が長くなる。日本語学習経
験のない学習者が日本語学習経験のある学習者の未知語の判断時間よりはるかに短いことも、知っている
単語の数がはるかに少ないからではないかと考えられる。
第 6章総合考察
実験 1 から実験 5 の結果と第 5 章の三つの分析の結果から、対連合語葉学習モデルを提案した。
また、研究結果に基づいて、中国語母語話者のための L2 日本語語葉学習の CALL システム構築への提案
を行った。対連合語葉学習における音読み熟語に関する CALL システムを構築する際には、音声を文字(L1
及びL2)より先行提示したほうが良く、また、文字に関しては、L2の文字を提示しなくても学習に影響し
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ない。訓読み熟語は文字(L1及び L2)より音声を先行して提示したほうが効率的になり、文字に関しては、
L2 の文字を提示したほうが提示しない方法より効率的に学習ができる。和語の場合は、 L2 の音声が提示さ
れても、 L2 の言語システム的な知識以外、既有知識が活性化されることがほとんどない。 L2 の形態が提示
された場合も同じである。したがって、音声意味学習に、 L2 の文字を提示してもしなくても効果がほぼ同
じであろう。
本研究は、語葉学習の認知メカニズムの解明とそれに基づく効果的な CALL システムの提案は、 L2
学習者の教育・支援に非常に重要な意味をもっと考えられる。
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論文審査結果の要旨
第二言語(以下、 L2) の学習において語葉の習得はその根幹を成す。どのような方法で L2 の語葉学習を
行えば効率的に学習が成立するのかを明らかにすることは、L2語葉習得研究にとって非常に重要なテーマで
ある。近年では CALL システムを利用した学習も広く行われており、効果的な CALL システムを構築する
際にも、そのような知見が生かされる必要があるだろう。本論文は、中国語母語話者の日本語語葉学習に関
して、 L2 である日本語語葉の表記形態・音声・意味の提示順序や提示の組み合わせを操作して学習効果を実
験的に検討し、その結果に基づいて効果的な語葉学習の CALL システム構築のための提言を行ったものであ
り、全編 6 章からなる。
第 1 章では、背景となる先行研究の概観を行い、本研究全体の目的を述べている。
第 2 章では、日本語語葉を学習する際の、語葉要素の提示方法の効果について検討を行っている。音
読み熟語、訓読み熟語、和語を対象とし、それらの「音声」と「表記形態(文字)J の提示方法・提示
順序が語葉学習成績に及ぼす影響について実験的に検討した結果、音読み熟語と訓読み熟語では音声を
先行させる提示方法で学習した場合に学習成績が高いが、和語においては音声と文字を同時に提示した
ほうが学習効果が高いことを見出している。この結果を学習時の認知プロセス(おもに既有知識の活性
化)と関連させて論じている。語葉の種類により提示方法の効果が異なることを具体的に実証した点は
高く評価できる。
第 3 章では、 L2 語葉の音声と意味を結びつける学習において、文字情報を提示することに効果がある
かどうかについて検討を行っている。その結果、訓読み熟語においてのみ、文字情報提示の効果が表れ
ることを実証している。また、そうした効果は初級の学習者(l年間の学習経験がある学習者)では生
じるが、学習未経験者では生じないことも明らかにしており、学習経験から得られた L2 知識の活性化
による効果であろうと論じている。語曇の種類および学習経験の違いによって提示情報の効果が変わる
ことを明確に示し、学習者の認知過程の違いにまで踏み込んで考察している点は、非常に高く評価でき
る。
第 4 章では、 L2 語葉の表記形態と意味を結びつける学習において、音声情報を提示することに効果
があるかどうかについて実験的検討を行い、音声情報の提示が効果をもたらさないことを示している。
第 5 章では、 L2 語葉が未知語であるかどうかを判断するときの反応時間データから、学習経験者は
音読み熟語に対して判断が遅れることを明らかにしている。音読み熟語は音声的に母語である中国語の
語葉と音声的に類似しているため、たとえそれが未知語であったとしても、母語知識が活性化してしま
い、判断が遅れるのではないかと考察している。
第 6 章では、第 2 章から第 5 章までの実験的検討において得られた結果に基づいて、全体的な考察を
行い、 L2 語葉学習時の認知モデルを提案し、中国語母語話者が日本語の語葉を効果的に学習するため
の CALL システム構築に向けて提言を行っている。
以上要するに本論文は、中国語母語話者の日本語語養学習における効果的な情報提示方法について実験的
検討を行いつつ、その認知過程のモデル化を試み、効果的な CALL システムへの提案を行ったものであり、
情報科学ならびに認知心理学・第二言語習得研究の発展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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